極地研ニュース 61 by unknown
亟地 研 ニュー ス61
1984年6月
第25次夏隊紀行
内 藤 靖 彦
第25次隊は,待 望の 「しらせ」就航の年に当り,夏期
間の活動を充実 させるため.南極滞在日数を従来の75日
から89日にと2週間延長した.このため 「しらせ」は例
年よ り11日早い昭和59年11月14日東京晴海埠頭より,盛
大な見送 りのもと一路南極へと向った.
第25次隊は平沢隊長以下越冬隊36名,夏隊11名の合計
47名の観測隊,及 びオブザーバーとして報道関係者5名
(NHK3名,共同通信1名,東 京新聞1名),さらに砕氷
航行データ取得のため運輸省船舶技研から1名,防 衛庁
関係者として日本鋼管等から4名が同行した.ま た今次
行動 では本部委員として 永田所長 もオース トラリア,
モーリシャスの間隊に同行した.こ の他交換科学者とし
てアメリカNASAか ら岩石磁気の専門家も参加した.
第25次観測隊の計画は,「しらせ」就航待ちの計画がい
くつかあり,また前年に引続 く.観測計画も多岐にわたっ
ていた.設営部門では,23次隊から始まった新発電棟工
事の最終年に当り,発電機の据付,電気配線工事,水 廻
り配管 ・水タンク工事等大がか りな工事が計画された.
これ らの大がか掛りな機器類は 「しらせ」 という強力な
輸送手段を得て始めて可能となった.ま た慢性化してい
る昭和基地の燃料不足も 「しらせ」により一挙に解決す
べ く430klの燃料の輸送も計画され た.設 営分野の仕
事にはこの他ロケット観測のための地上系の大がかりな
工事も計画されたし.また例年通りの航空機の運用や雪
上車の組立等もあった.こ れらの計画は,当初 「しらせ」
が昭和基地 目前の45海里附近で幅5～6海 里,厚 さ4～
10[nのハンモックアイス帯で12月17日から1月5日 ま
での18日間難航した時は,物資輸送の面から心配された
が,幸 い1月5日 深更 「しらせ」は見晴らし岩沖に接岸
し,貨油のパイプ輸送,大 型物品の氷上輸送を実施し,
一気に昭和基地の夏の設営作業を軌道にのせることがで
き,設営面の計画を航空機の運用を含めほぼ実施するこ
とができた.
観測面での25次隊の計画は24次隊同様に,　MAP観 測
(極域中層大気総合観測計画),東クイーンモー ドランド
地域雪氷地学研究計画,及 びBIOMASS観測(南 極海
海洋生態系及び海洋生物資源に関する研究計画)が 計画
され,ま た例年同様に各定常観測が予定された.こ れら
観測計画の内,昭和基地の夏期間中に以下を実施した.
MAP観 測の重要な計画の柱となっているロケット打上
げのための地上系のテレメーター関係工尋`は多種多様で
あったが夏期間中に全ての作業を終了した.ま たMAP
観測の内,放 射観測等は航空機を利用しての観測を開始
した.東 クイーンモー ド観測計画の内,雪 氷部門は例年
より相当早いL2月26日にS-16からみずほ基地,さ らに
内陸へと向った.地学部門は,航 空機による攻やまと野
外観測のため天候待ちをしている間,東 西オングル島で
の地質,岩 石,古地磁気調査を実施した.天 候不良で東
やまと野外調査を断念した後は,予 定通 り,ベス トボブ
デ,ア ウス トホプデ,イ ンホプデ地区3ケ 所で定常測地
部門と共同で,地 質,岩 石 ・古地磁気,基 準点測量の各
調査を実施し,さ らにスカルプスネス地区においても地
質 ・岩石磁気調査を実施した.　BIOMASS観測計 画 で
は,25次隊から越冬観測に加えて,夏期間に 「浮氷域とそ
の隣接海域における生態系構造の研究」を船上観測とし
て実施することとなった.こ の計画では浮氷域縁から定
着氷域に至るまでの海洋観測を海洋物理 ・化学定常観測
部門と共同で実施した.ま た昭和基地では,自 走式水中
テレビを利用し水深200mま での観測等を実施した.
海上重力部門は海上重力の辿読観測を実施し,順調な成
果を得たが,昭 和基地接岸地点では海底ヒートフロー実
験も実施した.
昭和基地夏期間での輸送,設営,観測,引継ぎの諸計画
をほぼ順調に消化した 「しらせ」は2月1日 越冬隊に別
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れ を告 げ 昭 和 基地 を 反転 北 上 し.第 二 の 調 査 地 域 で あ る
セ ール ロ ン ダー ネ 山 地調 査の ため ブ ラ イ ド湾 に 向 った.
セ ー ル ロ ン ダー ネ 山地 調 査 は24次隊 が 実 施 した 予 備 調
査 を受 け,将 来建 設 が予 定 され て い る 「セ ー ル ロ ンダ ー
ネ観 測 拠 点」 候 補地 選 定 の た めの 調 査 と地 質,測 地 等 の
地学 予察 調 査 が そ のn的 で あ った.ブ ラ イ ド湾 ま で の 来
状 は必 ず し も楽 に航 走 で き る状 態 で は な く.24次隊 よ り
l　l1多くかか り,2月3|1深 夜 ブ ラ イ ド湾 に到 着 した,
翌4「1に は24次隊 の 設 『亡したGO地 点 、30マイル(海llり
輸送 拠 点 の 偵 察 を実 施 し.埋 労 した と思 われ るGOに 代
る新LO地 点 の 設 置 と,30マ イル 拠 点 の 東経24度線 」:へ
の 移動 を実 施 した.ま た ア ザ ラ シ岩 まで の 偵察 も実 施 し
た.本 格 的 オペ レー シ ョン は 天候 が 回 復 した7.8[1か
ら始 め,SM40雪1二 車 の 艦 上 ス リ ング と組 立,30マ イ
ル拠 点 で の仮 小 舎の 空 輸 と組 立.ス ノー モ ー ビル隊 の 空
輸等 の作 業 が 悪 天 に 悩 ま され な が らも 無 」1:終了 し,第24
次隊 の 強 力な 支援 を受 け ス ノー モ ー ビル隊4名 、雪 上 軍
隊6名 か らな る 調 査 が実 施 され た.調 査 隊 は 拠 点 候 補 地
と して アザ ラ シ 岩,そ の 東 南15km地 点 の2点 を調 査
し,さ らに ア ウス トホ ー ゲ ン,ア ザ ラ シ岩,ブ ラ ッ トン
ツ パ ー ネ で の 基 準点 測 量 を含 む 地 学 調 査 を実 施 した.こ
の 調 査 の途 中 に は,永 田所 長 自 らヘ リに 乗 り2拠 点候 補
地 へ 出向 き、 現 場 を 視察 され た.一 方 「し らせ 」 は ブ ラ
イ ド湾 や グ ン ネル ス バ ン クで の　BIOMASS調 査 や 海 洋
定常 の観 測 計 画 を持 って お り,天 候 不 良.時に は これ らの
観 測 を実 施 し た,セ ー ル ロ ングー ネの オ ペ レー シ ョ ンは
悪 天 候に 悩 ま され な が ら も.2月23|1に無 」`終tした.
しか し.こ の 直 前 「し らせ 」 乗Uに 急 病 患 κが 発 生 し た
た め.帰 路 に 予定 して い た海 洋 定 常 観 測 を急 逝11111二し.
緊 急 入港 の た め ケ ー プ タ ウ ンに 商 った,ケ ー プ タ ウ ン以
降 は,予 定 通[)の行動 を取 り,昭 和59{F4月19|1東京 に
・励 ・継 ・た・ ●
(筆者:第25次南極地域観測隊副隊長
国立極地研究所寒冷生物学第一研究部門助教授)
.SK.L'
■' ..一=
あ じ あゆ
一 噛'.
モ
菖 詞 一.、 °_'1
自一 ー一.
tt.."伊.)L
～ 質 一 瓶 ■'幽.㌧
飾 職 バ
セ ー ル ロー ン ダー ネ拠 点 候 補 地 の ひ とつ 「アザ ラ シ¥'}」
南極観測隊便 り
第25次越冬隊の近況
越 冬 生 活 も3分 の1を 過 ぎ.ま も な く ミッ ドウ ィンタ
ー を迎 え よ う と して い る .太 陽 は,正 午 をは さみ2時 間
邪 魔 地.1:を照 す の み と なD,5月 末 に は 地 平 繰 下 に 沈
み,そ の 後2ケ 月間 は夜 の み の 生 活 とな る,
南 極の 初 冬期 と い え る この5月7～8日 に か け て 数 時
間 に わ た り雨 が降 り,気 温 も最 高+2.8二Cに達 した.過
去 の 降i・|'j記録 は1月 に7回,12月 に1回 あ るが5月 の 「.ii
は昭 和基 地 開 設 以 来 始 め ての.ill:であ る.こ の 時 な らぬ 初
冬の雨に傘のない昭和基地では屋外}こ出るのに支障をき
たしたばか りか.建 物の雨漏 り対策 に大 わらわであっ
た.
23次隊から準備が進められていた新発電棟の200kVA
発電機は2Jj28flに火入れ式が行なわれ,本運転に入っ
た.こ れにより電力消費 ピーク時の停電の不安は消え,
また万一・主機が故障しても補機が自動的にバ ックアップ
するため,夜 間の トラブル発生でも余裕を持って対処で
きるようになった.も ちろん燃料の細1}:に限 りがあるた
め今まで通 り節電が必要なことは言 うまでもないが,機
械担当隊員が夜中に発電機故障の夢を見てうなされたと
いう話は過去のものとなるかもしれない.なお.卜数年昭
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和基地を支えた第7・第9発 電棟の発電機及び造水設備
は新発電棟の運転開始に伴い休止した.
5月4日にロケットS-310JA9号機 の打上 げに成功
し搭載機器はインピーダンス ・プローブに不調があった
他は正常に作動した.
みずほ基地では外気温は4月 に入って 一50℃を越え
る日もあるが,氷 床掘削や車載用アイスレーダーの試験
が実施されている.昭 和基地の海氷状況が悪く,みずほ
基地への旅行隊や航空機を送れないでいるが,み ずほ基
地の全員は多忙な日々を送っている.
第25次夏隊帰国
昨年11月251]出港した第25次南極地域観測隊夏隊11
名,同行者5名 は4月19n午前7時 半過ぎ,東 京港晴海
埠頭に全員元気に帰港した.
デ ュモ ン ・デ ュル ビル基地訪 問 記
村 越 望
今年の2月 から3月にかけて南極条約に基づく交換科
学者としてフランスの南極基地デュモン ・デュルビルの
設営事情 を見ることができましたので紹介いたします.
「2月21日午後3時 に船 は給油のためにホバー トの岸
壁を離れるから乗 り遅れるな」 と観測隊のエージェント
のレェイン氏にいわれたので早nに港に行った.目 指す
船の舷梯で丁度居合せたTシ ャツ姿の人に来意を告げた
ら,運良 く通信士官のパウル氏で,気安 く荷物を持って
くれ,す く・に船長に紹介されたあと居室に案内された.
午後10時,レディ・フランクリン号は見送りの人も居
ないホバー トの給油所を静かに離れ南を目指した.カ ナ
ダ籍のこの船はモントリオールからフランスのルアーブ
ルに寄 り,観測隊の資材等を積んで印度洋を経てタスマ
ニヤのホバー トに寄 り,空路ホバートに来た観測隊員を
乗せて南極に向う.1月 はじめには越冬を交代してホバ
ー トに帰って くる.2回 目の航海 は オース トラリアが
1ケ月間チャーターし,ケ ーシーとデーピス基地に補給
をしている.今 年は氷状が悪 く予定が2日遅れ,2月17
口に帰って来たばか りであった.こ の船は"宗谷"よ り
やや大きく3,400トン,長 さ103m,幅15.6mの耐氷
貨物船で,フ ランスを出て,フ ランスに帰るまで180日
間チャーターされ,1口 約1万 ドルのチャーター料とい
うことであった.
同行者5名,私 以外のオブザーバーは3名,ピ ェリー
氏は観測隊の顧問格の人で退役の海軍軍人,プ ラッシェ
女史は道路や橋を作る研究所の課長で土木技術者,ピ ネ
ー氏は専 ら16ミリの撮影機を廻していたが,3人 ともい
ま建設中の滑走路の視察がU的 であった.も う1人は遅
れの越冬隊員であった.乗組員は18名,船内は何時も静
まりかえっていた.順 調な航海 を続け24日,南緯55度を
通過,27日昼前に氷山は点在しているが海氷の全 くない
静かな海に錨をおろした.基 地の北,約500mで あっ
た,
船から見た基地は,島 の高い台地の上に建物が立ち並
んでいた.午 後2時,島 からの迎えのヘリコプターに乗
り基地におPる,2階 建の居住棟の一室に案内された.
ゆったりとした廊下の両側に個室が並び,中 は じゅうた
んが敷かれ,机,ベ ッド,ロッカーが備わ り,昭和基地
の個室の倍以上の広さで約9m2も ある.正面に70cm
角の窓があ り,島の北側の海の眺めは素晴しかった,青
い海,白 い氷山の間に乗って来たレディ・フランクリン
号がただよっていた.
フランスはこの場所に1952年にはじめてペンギン観測
用の小屋を作 り.1GYの年 から本格的に基地建設を始
め,デ ュモン ・デュルビル 基地と名付'けた.　IGYが終
る頃,フ ランスはここを恒久基地と決め,将 来の基地の
規模を次のように想定し計画の基本とした,
燃料消費量(電 力と暖房用)
電力(発電機)
物資輸送趾,荷 役能力
夏期の全隊員数
年間400k'
U5kVA×4台
1,000トン(10日lll])
loo人
この計画に基づ いて1963年から基地再建が始まり,
1970年代前半にほぼ基地の形はととのった.南北900m,
東西550mの 小島で平地はほとんど無 く.主 要な建物
は島の最も高い比較的平らな台地上に建てられた.そ の
ため陸上の輸送は困難であり,また水にするための雪や
氷を得るのが難しく,それ を解決するために40mも
下の海から海水を発電棟に汲みあげ蒸溜して水を得てい
る.パ イプラインが凍らないように2重 の パイプ を使
い,内 篇部で海水を汲み上げ,外 筒部で暖められ濃 くな
った海水を戻す工夫をしている.ま たゴミはモノレール
に吊下げたバケットに入れ,断 崖絶壁から投げ棄ててい
たが,派 手な汚物の撒 き散らしは気になった,バ ケット
がひっくり返 りゴミが落ちた瞬間,盗賊カモメが急降下
をして餌をあさっていた.
建物は丈夫な鉄骨の枠組みの内側にプラスチックで断
熱材をサンドイッチしたパネルを貼 りつけている.居住
棟は島の北側の断崖近 くに建てられてお り,北側は4m
も丸い鉄柱を建てて土台を水平にし,その上に2階 建を
建 て ていた.昭 和基地の新発電棟よりも大きく,個 室
34,2人部屋4,洗 面所,医 務室などが揃っていた.
フランスの威信をかけて3年 前 から取 り組 ん でいる
のが滑走路の建設 で ある.ホ バー トからトランザール
Cl60という飛行機を飛ばすためには,少くとも1,100m
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の 滑走 路 を作 らね ば な らな い.基 地 の あ るペ トレル島 の
沖 に 北 か ら南 東 に か け て並 ん で い る五 つの 小 島 の 間 の 海
を埋 め て 滑 走 路 に しよ う とい う計 画 で あ り.北 側 の 二 つ
の 島 は す で に つ な が っ た.基 地 と独 立 し て生 活 出 来 る よ
うに,食 堂 や居 室 の完 備 した 作 業 員 の 建 物 と大 きな 建 設
機 械,車 軸 を 入れ る 車庫 は 完 成 して い た.パ ワー シ ョベ
ル2台,大 型 ダ ンプ2台.D4ブ ル1台 が さか ん に作 業
を して い た.長 さLloOm,　輻60m,海 抜5～6m.
45万m3の 大.1:`相ま当初 の5年 肚 画 で は とて も 無 理 の よ
うで,完 成 には7～8年 あ る い は10年 か か るか も しれ な
い と言 っ て いた.
荷 役 は 小 型 ヘ リ コプ ター と艀の2本 立 でや っ て い る.
わ ず か300～350kgしか1[Tlれな い 小型 ヘ リで あ る が,何
し ろ3分 ぐ らい で 船 と基 地 の 間 を往復 し 回数 を かせ ぐの
で,11|の 空 輸11}:は30～40トン に も な る.小lii|　Dが 出
来 るの で ス リ ングの 物 資 は 直 接 格 納 場 所 の 入 日に ドう す
こ とが 出 来、 地 上で の 積 替 え や 横 移動 が 無 く能 率 が極 め
て 良 い.そ ん な 訳 で こ こ で は 輸送 用 の トラ ックは1台 も
無 い.本 船 で 積 ん で 来 た 曳船 と艀ii'・.li:ら燃 料 輸 送 に 使 っ
て い た,艀 の 上 に燃 料 タ ン クを 置 き船 か ら燃 料 を移 し基
地 に 曳航 し陸 上の タ ンク に移 す.2時 間 に1向 く'らい の
割 合 で,50klの 汕 が1度 に 運 ばれ て い る.
船 に は観 測 隊 員が 居 住 す るほ どの 部屋 は 無 い の で,船
倉 に急 造 の プ レハ ブ小 屋 を設 け て い た.食 堂.厨 房,洗
面 所 も あ って 船 側 とは 全 く独 立 した生 活 を して い る.わ
ず か6n間 の 航 海 で あ るが,薄 暗 く窓 も 無 い船 倉 の 暮 し
は楽 では な さそ うで あ った.
6[1間の航 海 を終 え,ホ バ ー トで隊Uと と もに 型 どお
[)の人国 ,税 関 の 検 査 を終 え て 一ド船.波IE場 で 空 路 帰 国
す る夏 隊 員30数 名 と別 れ た.「印 度 洋.ス エ ズ を経 て35
11かけ て ル ア ー ブル に 直行 す る長 くて 暑い 航 海 だ 」 と、
うんざり
、瓢 綴 織 篇 、繍 癒 ●
?
?
?
?
》
?、
㌫ 墨'.:;.き?ゴ
デ ュモ ン ・デ ュル ビル の船 着 き場50kl燃 料 タ ンク10基.左 端 は ヘ リポ ー ト
の 風 」二側 に1設け られくた 防 風 捌
シンポジウム報告
第1回 極地設営工学シンポジウム
1984年3月1611(金)～17口(」1)の両fi,　当研究所講堂
において当研究所主催の上記シンポジウムが開かれた.
極地に関連するあらゆる一〔学分野を一堂に会してのシン
ポジウムは初めての試みであった,n本 南極地域観測隊
における砕氷船 ・雪上車 ・建築 ・基地の設営と設備の4
つの話題を軸に砕氷船のプロペラ設計から食料 ・衣服の
多岐にわた り総il.20編の研究発表や報告が行われ、興味
深い議論が なされ た,出 席者は当研究所員を含め延べ
100名におよんだ.総 合討論において,極地設営.〔学 と
いう新 しい分野の構築への足がか りとして当シンポジウ
ムが評価されるとともにより効果的なシンポジウムの在
り方が話されるな ど,当シンポジウム開催の試みは概ね
成功であったと思われる,
発表された講演内容は当研究所発行の"南極資料"に
掲載される予定である,
4
プ ロ グ ラ ム
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挨 拶 楠 宏 国立 極 地 研 究所 長 事 務 代 理
1極 地 輸送 工 学 座 長 吉 田栄 夫(極 地 研)
1.砕 氷船 に つ い て 徳 永 陽 一 郎(日 本 造 船学 会)
2.　Designconsiderations　on　two　candidate　propeト
　　　 lers　for　icebreaking　vessel
笹 島 孝 夫,武 隈 克 義,加 用 芳 男
(三菱 重工 ・長 崎 研)
3.
4.
5.
6.
n極 地雪氷工学
1.
南 極雪 上 車 に つ い て
細 谷 ハ之(防 衛 庁 ・技 研 本 部)
On　an　experimental　air-cushion　vehicle　for　the
Antarctic　use
村 尾麟 一(青 山学 院 大 ・理 工),森 脇 喜 一
(極地 研),大 門 康 祐(三 井 造 船)
南 極航 空 機 使用 の 現 状 と展 望
村 越 望,佐 野 雅 史(極 地 研)
近 い将 来 の 南極 にお け る通 信 手 段
芳 野 越 夫(電 通 大),福 西 浩(極 地 研)
座 長 束 晃(北 大 ・工)
海 氷強 度 の 簡 単 な 推 定法 に つ い て
佐 伯 浩,小 野 敏 行,酒 井 雅 史(北 大 ・工)
泉 洌(東 海 大 ・札 幌)
海 氷盤 の 耐 荷 力 に つ い て
佐 伯 浩,小 野 敏 行(北 大 ・工)
山 田 満(三 井 造 船)
3.氷 掘削技術の展望 鈴木義男(北大 ・低温研)
m極 地エネルギー工学 座長 楠 宏(極 地研)
1.南 極基 地 の 設営 ・1没備 に つ い て
2.
3.
粟野誠一([1大名誉教授)
寒冷地における風力発電の実用運転
菊地光一,伊藤 淳(秋 田高専)
吉村 昇(秋 田大 ・鉱)
氷床上基地の排水に関する熱学的考察
東
IV　極地建築 ・土木工学
晃,森 山爾(北 大 ・工)
座長 川口貞男(極地研)
1.南 極 昭 和 基 地 建 物 の プ レ フ ァブ リケ ー シ ョ ン シス
2.
3.
4.
テムの変遷について
V極 地人間工学
1.
2.
3.
佐藤稔雄,平 山善吉(口 大 ・理工)
昭和基地の不燃化に伴う石膏部材の開発と石膏建
物の提案
平山善吉,内 藤正昭,佐藤稔雄(日 大 ・理工)
高床式建築物周辺の吹きだま りについて
苫米地司,遠 藤明久(北 海道工大)
南極氷床上基地建物に関するスノウドリフトコン
トロールについて
半貫敏夫.佐 藤稔雄,三 橋博巳(n大 ・理工)
座長 星合孝男(極 地研)
南極越冬隊の食生活に関する研究第一報:第21次
隊の栄養摂取について
藤野富士代(小 田原女子短大)松 田達郎,
川口貞男(極地研),五味貞介(熱鉄)
南極防寒衣類の体力学的検討:体 温 ・作業能力に
ついて
渡部和彦(広 島大 ・教育),山口立雄
(岡山大 ・教養),明石正和(城 西大 ・理)
越冬隊の集団働態学的研究:氷 床上雪上車旅行行
動について 松田達郎(極 地研)
?
?
vr　総 合 討 論
今後のシンポジウムのあり方と研究のすすめ方につ
いて
昭和基地に対する越冬隊の満足度評価の意識構造
の把握
近藤建雄,畔柳昭雄,加 藤 渉,
佐藤稔雄(日 大 ・理工)
座長 東 児(北 大 ・工)
第9回 南極陽石シンポジウム
第9回 南 極 阻 石 シ ン ポ ジ ウ ム は,3月22日 一3月24日
の3日 間.当 研 究 所6階 講 堂 に お い て 開 催 さ れ た.発 表
件 数 は 昨 年 同 様58件 で あ っ た.ま た,シ ン ポ ジ ウ ム 最 終
日,酸 素 同 位 体 研 究 の 世 界 の 第 一 人 者,シ カ ゴ 大 学 エ ン
リ コ フ ェ ル ミ研 究 所 教 授,ロ バ ー ト ・ク レ ー トン 博 士 に
よ る 「酸 素 同 位 体 に つ い て 」 の 特 別 講 演 が 約2時 間 に わ
た っ て 行 わ れ た.3日 間 の 参 加 実 数 は115人 で,そ の う
ち 外 国 か ら は,米 国,カ ナ ダ,ブ ラ ジル,チ ェ コ ス ロ バ
キ ア,ポ ー ラ ン ド,オ ー ス ト ラ リ ア の6ケ 国 よ り9名 の
参 加 が あ り(う ち 招 待 者2名),そ の 他 ア ブ ス トラ ク トの
み の 参 加 が4件 あ っ た.発 表 内 容 は,明 石 探 査 か ら 明 石
の 物 理 ・化 学 ま で 多 岐 に わ た る と と も に,月 の 起 源 や,
宇 宙 空 間 で の 材 料 工 学 と い っ た 惑 星 科 学 の 新 し い 分 野 の
発 表 が 加 わ っ た.ま た,ト ピ ッ ク ス と し て,や ま と 山 脈
か ら,月 起 源 と 思 わ れ る 阻 石 が 見 出 さ れ た と い う 発 表 が
あ る な ど,盛 況 な シ ン ポ ジ ウ ム と な っ た.
こ れ らの 講 演 内 容 は,当 研 究 所 よ り英 文 の 特 別 号 と し
て 公 表 さ れ る 予 定 で あ る,ま た,演 者 及 び 演 題 は 以 下 の
通 り で あ る.
1、　 Katsushima　T,,　Nishio　F.,　Ohmae　H.,　Ishikawa　M.
　 　 　 and　Tukahashi　S,:　(]ollection　of　Yamato　Mc・
tcorites　fro皿　Antarc[ica　in　1982-83.
2.　Nishio　F.,　OhmRe　H,,　Isllikawa　M.,　Katsushima　T.
　　 　　and　Takalrashi　S.:　Budrock　Topography　and
　 　 　 Occul・rencc　of lfeteoritcs　in　thc　Mcteoritc　Icc
　 　 　 Fidd　llcar　the　Yamat()　Mountains.
　3.-Tajitna　K.　and　Nishio　F.:　Exact　Solution　of
　　 　　Radar　Equation　for　Detecting　Meteorites　Buricd
wiこhi11　【he　Icc　by　Radio　Echo　Sounding・
4.　Tazawa　Y.　and　Fujii　Y.:　Anormalousl}・　Sm　En・
　 　 　 richcd　Perovskitc　Sphcrules　and　Other　T)'pcs
　 　 of　Sphc1'ulcs　frOm　the　JARE・15　1cc　Core　at
　 　 　 Mizuhe　Station.
　5.　:fatsumoto　Y"　Ji「o　N.　and　Kojimu　H.:　Classifi-
　 　 　 cation　of　Sel・eral　Yamato・75　Chondritcs　(V).
6.　Kojima　H,　and　Ynnai　K.;　Crassification　of　thc
　 　 　 Fcbblc　Size　Mctcorhcs　in　thc　Yamato・74　Col-
1Cαion.
7.　Prinz　M.,　Nchru　C.　E.,　Weisberg　M.　K.,　Dclanc}・
　 　 　 」,　S.　and　Ynnai　K.:　Yamato-691,　A　T)'pe　3　En-
　 　 　 statite　Chondri【c:　Relationship　with　Other　Un・
　 　 　 cquilibrated　Enstatite　Chondrites　(UEC's).
　8.　Takcda　H.,　Mori　H.,　Ikedu　Y,　and　Yanai　K.:
　 　 　 Yamato・79　Howarditcs　and　 their　Primitive
　 　 　 Crust.
5
9.
10.
11.
12.
 13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.
 22.
23.
24.
25.
26.
27.
28. 
29.
ti E
Takeda H., Ishii T.,  Mori H., Wooden J.  E.,  Prinz 
  M., Delaney J. S. and Nyquist L.  E.: Consorti-
  um Studies on Yamato-74, 75 and 79 Eucrites, 
  and their Relationship. 
Kojima H., Ikeda  Y. and Yanai K.: Classification 
  of the Yamato Carbonaceous Chondrites. 
 Jakcs P. and Bukovanska  M.: New  Czechoslo-
  vakian L-5 Chondrite: Usti Nad Orlici-Ker-
  hartice. 
Yanai K., Kojima H., Prinz M., Nehru C.  E., 
  Weisberg M. K. and Delaney J. S.: Petrologic 
  Studies of Three Primitive Achondrites from 
 the Yamato Mounatins, Antarctica. 
Scott E. R.  D., Taylor  G. J. and Keil K.: Matrix 
  Material in Type 3 Ordinary Chondrites-Com-
  pcsition and Relationship with Chondrules. 
Fredriksson K. and Specht S.: Electron and Ion 
  Probe Determinations of Some Element Parti-
  tions in Individual Chondrites. 
Ikeda Y. and Takeda H.: Petrology of the Y-7308 
 Howardite. 
Delaney J. S.,  O'Neill C., Nehru C.  E.,  Prinz M., 
  Stokes C. P., Yanai, K. and Kojima H.: Classi-
  fication of Some Basaltic Achondrites from the 
  Yamato-79 Meteorite Collection Including Pigeo-
  nite Cumulate Eucrites, a New Group. 
Yanai K. and Kojima H.: Lunar Meteorite in 
  Japanese Collection of the Yamato Meteorites. 
Matsunami S.: Chemical Compositions of Matri-
 ces and  Chondrule-Rims of  Unequilibrated 
  Ordinary  Chondrites. 
Kimura M.: Coarse-Grained Lithic Fragments in 
  Unequilibrated Ordinary Chondrites 
Watanabe S., Kitamura M. and Morimoto 
 Analytical Electron Microscopy of a Chondrule 
  (L3:  ALH-77015) Including Relict Olivine. 
Kitamura  M., Isobe H., Watanabe S. and Mori-
  moto N.: Thermal History  of  'Relict Pyroxene' 
 in the Allende Meteorite. 
 Mori H.  and Takeda H.: An Analytical  Trans-
  mission Electron Microscopic Study of Shock-
  Produced Veins in the Tenham Chondrite . 
Miura Y. and Tomisaka T.: Composition and 
 Structural Substitution of Meteoritic  Plagio-
  clases. 
Smith  D.  G. W., Launspach S. and Miura Y.: Ni, 
  Fe and Co Variation Patterns of Twelve Ant-
  arctic Chondrites. 
Akai J.: Mineralogical Characterization of Matrix 
  Materials in Carbonaceous Chondrite Yamato-
 793321 and Belgica-7904 by HREM. 
Yanxi M. and Shuyuan Z.: High Resolution 
 Electron Microscopy of Pyroxenesfrom Jilin 
 and Shuangyang Chondrites. 
Takahashi  E., Matsui Y. and Ito E.: Melting 
 Phase Relations of Various Chondritesat High 
  Pressures. 
Takahashi E.: On the Origin of Pallasite. 
Suzuki T., Akimoto S. and Fukai  Y.: Iron Hydride 
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     and Origin of Earth: Can E-Chondrite Make 
     Earth? 
30. Nakazawa K. and Hayashi C.: Origin of the 
       Moon. 
31. Fukuoka T. and Suzuki E.: Chemical Composi-
     tions of Yamato Polymict Achondrites.
32. Nagata T., Masuda A., Taguchi I. and Ono  Y.: 
     Chemical Studies on Distribution of Germanium 
     and Gallium in Antarctic Iron Meteorites. 
33. Michel-Levy M. C., Bourot-Denise M., Danon J., 
     Scorzelli R. B. and  Souza-Azevedo I.: Unusual
    Metal Phases in the Tuxtuac LL Chondrite. 
34. Nishikawa Y., Nakamura N. and Hutchison R.: 
     Precise Determination of REE, Ba, Sr, Rb, K,
     Ca and Mg Abundances in the  Individual 
     Chondrules of H-Chondrites. 
35.  Ebihara M.: Neutron Activation Analysis of Rare 
     Earth Elements for Some Meteorites Including 
      Antarctic Meteorites. 
36. Masuda A., Takahashi K. and Shimizu H.: Studies 
     of REE Abundances and Major Element Com-
     positions of Kapoeta,  Juvinas and Roda  Achond-
       rites. 
37. Gibson Jr.  E. K., Cronin J. R., Kotra R. K., Primas 
     T. R. and Moore C. B.: Amino Acids, Carbon 
     and Sulfur Abundances in Antarctic  Carbonace-
      ous Chondrites. 
38. Shimoyama A. and Harada K.: Search for Amino 
     Acids Indigenous to the Yamato-793321 and 
     Belgica-7904 Carbonaceous Chondrites. 
39. Murae T.,  Masuda A. and Takahashi T.: Studies 
     on Organic Components in Carbonaceous 
     Chondrites, Allende, ALH-77307,and Y-74662, 
     by Direct Pyrolysis. 
40. Clayton R. N., Mayeda T. K. and Yanai K.: 
 Oxygen Isotopes in Yamato Meteorites. 
41. Okano 0.,  Nakamura. N., Misawa K.,  Honma  H. 
      and Goto H.: Rb-Sr Systematics and Trace
     Element Abundaces Studies of the Antarctic 
      LL-Chondrites. 
42. Ozima M., Takayanagi M., Lash.. S. and Amari 
     S.: Anomalous  aliersHe Ratio in PacificOcean 
      Sediments-Evidence for  Meteorite Debris or 
     Cosmic Dust Fallout? 
43. Matsuda E. and Kigoshi K.:  Carbon-14 Ages of 
      Antarctic Meteorites. 
44. Bhandari N., Goswami J. N. and  Shukla P. N.: 
 Cosmogenic Tracks and Spallation Products in 
     Antarctic Meteorites and their Terrestrial Ages. 
45.  Kancoka I.: Relationship between the Type of 
     Meteorite and the Characteristics of  Ar-De-
     gassing. 
46. Takaoka N.: Isotopic Analysis of Noble Gas  in 
    ALH-77257 (Ur). 
47. Nagao K., Inoue K. and Ogata K.: Rare Gas 
     Studies of the Antarctic Meteorite: Belgica-
     7904 C2  Chondritc. 
48. Komura K., Tan K. L. and Sakanoue M.: Non-
     Destructive Measurement of Radionuclides in
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　 　 　 Yamato　 1{cteorites.
49.　Hondu　 M..　Nagai　H.,　Yamamuro　 K.　and　 Ha}'a-
　 　 　 shida　Y.:　 Cosmogcnic　 Scandiuni　45　in　Iron
Mcこcoritcs.
50.　NRgata　T.　and　 Funaki　M,:　 Magnctic　Preperties
　 　 of　Antarctic　Polymict　Eucrites・
5L　 Nagata　T.,　Funaki　M.　and　Taguclli　L:　 Magnetic
　 　 Propcrtics　of　Antarctic　lron　Metcoritcs・
52.　Zbik　 M.,　Lallg　B.,　Crodzinski　A.　und　 Stoch　L.:
　 　 　 Ificrostrlctural　and　Thermoanal、 ・tical　Charac-
　 　 　　 terizution　(》f　Scveral　Anta1・ctic　Meteorites.
53,　McFaddcn　 L.　A.,　GaffeV'　M,　J.　and　 Tukeda　 H,:
　 　 　 Obscrvational　Evidencc　 Rclating　 Neur・Ear【h
　 　 　 Asteroid　CompOsitiOll　to　Meteori【cs.
54.　Hasegawa　 H.三md　 Kozasa　T.:　 Grain　Formati〔》11
　 　 　 0f　Pl・imordial　Materials　of　Mcteorites.
55.　1"ujli　N,,　Takeuchi　 H.,　It〔>　K,　anCl　Miyamoto　 M.:
Shapc　 Analysis　of　Fc-Ni　Grains　among　 Anト
arctic　()1-(liTコur、.　Cl1011(lritCSr
56.　Tunaka　 T.:　 Metcorite　aLS　a　Possible　Guiding　Stlll・
　 　 　 fo1・　the　Creatioll　of　Ncw　 Matcrials　lmdcr　Micro
　 　 　 G1「avits..
57,　Momose　 K.,　Nagai　 H.　 Euld　Muraoka　 Y,;　 Thu
　 　 　 Martensitic　1°ransf`)rnlari{}n　und Changc　 of　【hc
　 　 　 Thcrmo-Rcmallcnt　 Magnctizution.
58,　Sugiul・a　N.　and　Slrangway　 D,　W.:　 NRM　 Divec.
　 　 　 tiolls　around　 a　cm・Sizc　lnclusion　in　Allcndc.
特 別 公 演:
　 　 (:lu>'t`}ll　R・　N.　(UIlivcrsity　of　Chicago);　-　lsotopic
(:{}slno〔henlistr}「　of　OXI'gcn　und　 SiticOn－
研究所出版物
南 極 資*:181号119ア 〔1984年3月
JARE　1)ata　Rcports
　 No.　93　(UpPer　Atmosphere　Pllysics　I);　UPPcr　atm`}・
　 　 sphere　physics　duta.　Syowa　S【atiOl1・　198L　by　N・
　　　SutO　et　at.　206　P.　 Ilarch　19S4
　 No.　94　(Glaciology　lO):　Glaciological　rcsearch　pro・
gmm　 in　EasL　Quccn　Ntaud　Lalld.　East　AnturCtic三1.
Par【1.1982-1983,ed.1)}.F,Nishio.117p.
1[urch1984
Antarctic　(}eo|㎎ical　MuP　Scri⊂s
　 Shect　l8:　Kusumi　Rock,　1/25000,　with　an　cxplalla-
　　　 t`D1・y　teXt　(8　P・),　 、farch　I984
Sllcct　20:　Aka川iPoint　and　Naga-iwa　Rock,　1/25000.
　 with　an　cxplanatory　【ext　(ll　p・)・　 Ilurch　1984
Special　Map　Scl・ies　of　Natiot1三L日nstitutc　of　Polar　Rc-
　 scarch
　 No,　1:　Antai・ctic　geomo1・phological　m 》of　Lang・
　 　 hovde,　A!1【arcticu,　with　an　cxplanator}「　text　(64　P・)・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 March　l984
Amarctic　Mctc{,1・ite　I)istril}ution　Map
　 No.　2:　YumatO・69,　・73,　.74　and　-75　metcorites　col-
　　　 1cctions,　with　an　cxplanatory　text　(33P・)・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　July　l983
7
第25次 隊 月例報 告(3月 ～4月)
2月中旬から開き始めたオングル海峡の開水面は,5
月になっても依然として結氷せず,こ のため大陸のSl6
地点にデポされている雪上車の回収が不可能 となり,整
備ができないため冬明けの内陸調査への影響が心配され
る.また昭和基地近 くの海氷上の航空機の滑走路も流失
してしまったが,2機 の機体は事前に陸上駐機場に移動
してあったため事無きを得た.
観測報告
定常観測;新磁力計のデジタル記録が開始 された.極
光関係では,自動現像機を新発電棟の暗室に移して,オ
ーロラの現像を始めた,
宙 空:4月4「|,S-310JA8号機 の 打上 げ に成 功 し
た.オ ー リオー ル メ 一 夕 ・サ ンボ トメー タに よ る太 陽 周
辺 光,太 陽 直 達 光 の 可 視 分 光 観 測 を実 施 した.
生 物 ・医 学;定 常 海 洋 観 測 の 他,ウ エ ッデ ル ア ザ ラ シ
に深 度 計 を取 付 け て放 す 実 験 を行 った.ま た,『 シヨ ウ
ワ ギ ス』 等の 魚 類 に 標識 をつ けて 放 流 した.
雪 氷:みずほ基地の掘削孔の孔径を測定した.収縮
は予想以上に進んでいる.ま た,車載用アイスレーダー
の発射試験も実施した.
設営報告
「一一.
種 類
燃料消費内訳 単位:t
普通軽油 ミ
灯 油
3月
消 費 吊:残 品:.
26,047
2,125.62.321
?
?
?
?
?
?
・・9,6・8[247…415・368
2,590;59,731
3月8H,発 電機を従来使用してきた125kVAから,
200kVAに切替えた,4月上旬には,新 発電棟関連の設
備工事はすべて終了した.これにともない,食堂棟,第
9発レントゲン室は,エ ンジンの冷却水を利用した温水
暖房に切替えられた.し かし,新発電機の2号機エンジ
ンに,排 気逆流防止器の漏れによる不具合が生 じたた
め,調査している,
みずほ基地のSM507雪上車のクラッチ系統に トラブ
ルが発生したため,ミ ッションを降ろし修理した.
航空機は,海 氷状況が悪 く運航できなかったが,5月
14日と17「iに,ピラタス,セ スナ機の50時間点検をそれ
ぞれ実施し,異常のないことを確認した.
医療部門では、各棟に救急用の医薬品を配布して,万
全を期 した.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　　 　 　 　 　 sea　IeveD　(mb)
平均 蒸気 圧(Mean　vapoui　pressUre)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(皿/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲量(Mean　cl。ud　cover)　(1/10)
快 晴 日数(Number　of　clear　days>
昭 和 基地(Syowa:89532)
3月(Mar.)
-6 .0
0.3
一20.7
983.0
3.0
74
9.8
4月(Apr.)
-9 .7
一3
,2
一25
,0
985,6
2.2
71
8,7
30.9(13,ENE)33.1(10,NE)
39.9(13,ENE)41.6(10,.NE)
8.68,4
0 1
み ず ほ基 地(Mizuh。:89544)
3月(Mar.)
-31.4
一16 .1
一48.3
4月(Apr.)
-39.8
一19
.5
一51
,7
730.7
(station　pressure)
11.3
729.3
11,6
24.3(14,E)19.2(10,ENE>
29.2(14,E)22.6(10,ENE)
～'・'"
【極地豆事典】
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日本では魚津の嚴気楼が有名であるが,昭 和基地では
春や秋にしばしば屡気楼を見ることができる.蟹気楼に
ついては,昔 から砂漠を旅する人々の物語の中に 「逃げ
雛漏 二‡確 認:1㌶畿」嚇1
ち
モ通過したとき異常に屈折し,その物体が空中に浮かんで}
、t… ～ 、いい「"…c"、いP"'… 一●、-r"♂一－P,"N－ トee"
`
も
いたり,逆になっていた りして見える現象である.昭 和 ミ
ミ基地では,一 日中これが見えることがあり,夕方には赤
く染まった氷山な どの巌気楼が海の上に浮きあが り実に
美しい光景を示す.そ れではどうしてこのような現象が ミ
起きるのか考えて見よう.大 きく分けると2つのケース 警ま
がある.1つ は,地 面付近の温度が急激に高くなってい1
る時で,砂 漠の屡気楼はほとんどこの原因であり,この ミ
ときは実際にあるものの下側に逆転した像ができる.一
方昭和基地のように地表面が冷たいために,地表面付近
の層で温度逆転ができ贋気楼が見えるケースである.こ
のときは,実 際の像の上側に逆転した像が見える.時 々
もっとずっと複雑なビルディングのような像が見られる
ことがあるが,地表面付近の温度変化がもっと複雑で,
るが海氷があるので表面付近は冷え逆転層ができる.こ
の逆転状態は一 日中続 くことも多い.一方夏は,海 氷も
少な くな り,海水面が開くこともあり逆転層はできにく
くなる.朝方良 く晴れると曇気楼が見 られることがある
が,昼 間は気温が上がり,逆転層が解消され見えな くな
る.ま た冬は,暗 いため,見 ることができない.こ う考
えるとやはり春と秋が騒気楼の一番の季節である.9月
から10月にかけて天候さえ良ければ毎|.|一口riT見ること
ができる.こ
!
'ノ4■lvv-N
ミ
・・蹴 ・屈折轍 … のため・見・… であ1
る.昭 和基地では,春 や秋は海氷に囲まれ,そ こに浮ぶ ミ
あ
氷山噸 嫌 の対象である・天気が良いと気温t・'.L"一す1
ミ
8
